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、...ハ哦わ a ; が弓 《 および製淀への表示では、製 S をままに正しくお使いいたに、^かく-'' 
/心や1也の入々への危 S や慰産への揚囊を宋然に防让するために、いろ1/ぃ'パ y 山もん t > 
しでいずす。をの表示と震巧は;欠のよラになつでいます。內容をよく巧がしでから本 
でをお読みください。 


A こ任!表示を無湯しで、鬻った取0扱い壁すると、人び巧;亡または ft 償巧貸立 

ZiA IBr ^ 危険が善し道っでをじることが媛をされる巧容を巧しでいまず。 

A こめ表/吊を無視しで、鬻った取0扱いをずると、人が巧;亡—または*培をう 

IIS a す能性が想定される巧客を巧しでいまず。 

A ご:4：^この表示を無視しで、誤った取り擾いをずると' 人び n 磨を資う授険か想を 
/ 1 \ /ゴをれる肉容および物的攫塞のみの発ちび想定される巧容を巧しでいまず。 


総表巧の例 


A 


嚇 


么記号はま恵をおず的容があることを空げるをのでず。 

図の中に質巧的なま憲内容(左國の場さは一般のなま懸)び随かれでい 
ます。 

&お号は禁止の巧為であるごとを瘦げるをのでず。 

鹽の中やお傍に貿体的な禁止的密くな因の爆禽はガソリン讓比)が擲か 
れでいまず。1 

磯記替は巧為を強制したり撥巧ずるの密を盛げるをのでず。 

国の中に驛化的な指,弔两留(お図の爆留は一般的な巧滴!の總巧)が输か 
れでいまず。 ■ 


A 危険 


雜ガソリン厳禁 

ガソリンなど操発性の轟い組は、:繼规こ使巧しないでくださし、。 
义巧の原因になりまず。 



A 難か 
富 口 


1■燃物近接厳禁....:;，， 

力^ずンや燃えやずいちののそ(ま'などでは使用しな 

いでくだ谋い。 

义费の!！顔になります。 , 








1 •が m でいた規がれこと 


，お抑ためにがおすりくだが、 



mmum 

膊気せすに使巧しつヴけないでください。 

酸蒂だ不足ずると、巧完を燃麗し、•-釀化慶素など 
がを'生しでか護になるおそれびあります。 

使南中は必す1畴固に1〜夕園 （1 〜2分)操気し 
で、新鮮な空気を補給しでください。 

窓の凍結、地下室など換気か‘十巧に巧えない場 P 斤で 
は、使巧しないでください。 ;をん’'''::^ :;:。己三 


誠類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥(こは使巧しないで < ださい。 

巧類び落でしで乂びつき、火巧の原因になります, 


雜寝るとを消乂 

禮ると费や外出するときは、必—す消乂しでぐだ泣い:, 
また、人園の属かないところでは、使巧しないでく 
だぞい。 

不究塗燃焼や異常燃焼.义災のおそれびありまず。 

消义の隙は、必すしん調節つまみが消火位置にをど 
り、义び消えたことを確かめでください。 


^給油瞬消义 

給油は、しんを下げで消义し、;狡す災が讚をたこと 
を確かめでから巧つでください。 

义巧の腺因になります。 

こぼれたなミ由は、よくふきとつでください。 

あ含;'由□ふたは確棄に締めでください。 


雜 t だ-を鑛蔡 

むへやかん、フライパンなどは、空だきしないで 

、し 一くい。 由:： 

t 、夕 ‘3るとの部に熱がこちつで、义災の原園にな 












•巧燃牲ガス 使用厳禁 - 

こかろを使用しでいる部屋で、巧爆粧巧スが凳生するもの（ベ '‘:; 

ジン、シンナ -- 、ガソりな考沪 3 P レ…を變巧おないでください、 '• 

义巧やな魔の原因になりまず。 i ; す;'; 1 


' A ミ主意 

•廣蜜巧給油禁止 

給ミ由は、必す义気のないところで巧つでください。 
义巧のおをれびあります。 

( S ) 

雜 燃焼中移動禁止 

义の'ついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれがあります。 \ 

萊た、輸倒すると义巧の癒涵になりまず。 ’- 

,, ■' :: 

難を 

•異常時使用禁止 

におい、すすの発生、おのをなど異箸燃焼を起こし 
たと寒は使巧しないでください。 

黙愈の場舍でちあわですにしんをでげで;'肖义しでく. 
ださい。,か6ベージ参照） 

り (弊 八 

1 ぉ—过 


雜大なべ讓让 


大费ななべをのせないでください。 

巧部に熱がこをったり、炎び横にのびたりしで翼爱 
燃‘巧のおそれびあります。 

不あ定ななべなどをのせる爆さは十分ま意し、薰こ 
ば n などにミ主齋しでぐださをを" 















讓け C ， u 叫けを 

し〜 を、ときどき除去しでくだ凌 t わ：;： 

ごみ、ほこりなどびつまると、異蕃燃燒質おちれがあります。 


馨密質な油禁止 

変質灯袖、巧れた巧、水の還じつでむるなミをなどを使巧しないで 
ください。 

巽萬燃焼やしんび下がらなくなるおそれがあります。 




雜高温部撥触禁止 


燃焼中や消义鹽後は、蠢温部（図の赤毎部分）に爭 
などみれないでくだ:をい。. 

やけどのおをれびあります。 . 

ル进いおろ様やか6だの不自をな方のいる包家歷で 
は特(こミを麗しでくだをけ。:；"' 



0純正部品の使用 


しんなどの部攝は、厳す純正部品（指ををれた部品）を使巧しで 
くだぞい。 

ず磯しない擊故び発をするおそれがあります。 



?ミ’;好解修理-改造の禁止 
古が章、破擴したら、使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お翼い巧めの販売店じ修理を療續しで < だぎむ。 



しでいただくこと 

ち期間使巧しないときまたは保賣ずるときは、猫すの•油を抜い r 
ぃたみ双巧取りはすしで ）くださ抗 
'傾 I ド：り、桿倒しの状態ち註儀舊 U 勘;なくだをあた: 

'又'ツ'。お'ごれ がありまず; T 巧 ：：；: ::ッ 















1 .巧にお ，? Vi なお:1‘!こ.こ，まま(妃うじんず巧りくた; 



藥'、心壌爾管 B 使麵しない 

义没やず想しない輩 a の原因になり蒙す。 

»,<平でなし、爆巧、不ををな場所 
@風のあたる援巧、部屋の出入 □ 

* なこりや湿気の參し、場所 
• 不ま定な物をのせた欄などので 
• 印燃牲ガスの発をする場新：及はたまる場糜 
•温壁、飼脅莖など人のいない場所 

•理.藥容莖、クリーニンヴ度などスプレや化等薬扉を使 Q 場所 
•マントルピースなどこんろび團ねれる場所 
•廬射曰化があたる場所 


雜可燃物との跑離を離ず 

燃えやずいあのや隨靈物とは、化す下図に巧す婚離を：とつで敷讚 
しで‘くだ逆い。 

义災の幾化するおをれが數.りまず。'.’が.:: I ぉ';::.:'''.巧''1:11:ド'' '' なが夕 

hSOcmUJ : : シ豁 


1邑加蝴血;苗. 


巧柳はよ. 


を參正常燃焼の確認 

‘'1' 正常に燃燒しでいることを獲靈しで：<だをい。占:;:: 
しんび上がりすぎたり、燃鏡窗びすれでいたりする 
と繫常燃焼しを廣です。 


、..增巧 おを入れ時のま意 

曰常の点検.ず入れは验す巧つでくだをい。 

点が.ま入れはこんろか’冷えでから巧つでください, 
か!—)む'。おそれがあります。（巧〜20ぺージ参驚) 











1 •谢こまかでりただきた t にと，巧のた旅をすがりくだか、 







雜申‘にごが炎の調® 

。‘ す力、んをのせたときには、骇すをの調節をしでくだ—さい。 
ヴベいやびんをのはると、内部に熱をだ：ちって义力がをって/巧义 
び出ることびあります。 . :。; 

長時簡ホ义び巧ひたまま使巧ずると、火皿にずずか'1 す詹し、内部 
I こ熱かごちり異溝燃焼することびあ:なます。 


ぞ掃餘機の排気にを意 

燃焼をに掃除機の排気などをあでないでください。 
風びあたるとホ义が出たり、異幫燃鏡の原因になり 
履険です。 :, 


0藏涵淺肅み ' ム "… 

燃焼禱の靈上は、非常に屬溫になりまずを;一’ 
聲や顔を巧つ T ナず寒で、やけどをしないよラじま屬 
しでくだを—い。 


巧ずる窓側などに疆くと' 巧気びこんろで暖められ、上劈を流ずるので効果のでづ。 

より効粟的な暖麗がでをホす 
やかん j の底についでし巧すずや str 水をよくふきとつでからこんろじかけで彩 




I 故: 3 ’す W 已二 でくだ 3 レ、 

ち:いよッ巧を L でく?、-さい 












が講鹽 


證台 


迎證計 


藥的簡リング 


魚乂装 m 


感縷部（ふ0こ) 















く KT-l 1 〉 


<KT-2T> 



しん 


しん調節つ素為 


離電離(離"™) 2麵 









關こんと部茜のをッ h 


次緣麵» —C' 耀纖しでください.。 


1巧!!纏からストーブ准 




® 包装霜からこんろを取り出しでくだをい。 

@ごとく‘反射板忆ットをは—弓‘しでください。 

«上面板をはすしでください。 （ KT - II のみ） 

•燃繞筒寞取り:出し、燃燒箇を固をしでいる燃焼鶴 
巻き ( A )、（ B 佑はすしでくだ逆い。 

♦梓巧にあるタンク巧えをはすしでください。，， . 



2 纖焼簡をたツトする 


•燃焼筒をしん嚴巧簡にのせ、燃焼觸つまみををち 
に動かしで、しん叢巧斷こ距し<据わつているこ 



巧耀簡 


しん 

お巧齊 



•符■麗の證靈遞を爾游クースの論の巧向に穗わせで 
正しくたットしでくだ进い。 

感と蠢聽 （ KT - 11のお）およなごとく‘，聰猶板たッ h 
を取り f すけでくだをい。 













燃機線必谬な a (JIS1 浸な油）を簇用しでくだまい。 


•j A 槪険みソリンなどの擢堯牲這慮い蕴; 

; i 巧がじ怯用しないでください。 

乂巧ぶ原因になります。 

A を蠢悼圉口巧、不純の油、巧れた藤ん致: 
水の混じつでいるな巧などは絶巧に使用し 
ないでくださレ。 

馨添加劑や助燃剤などは使巧しないでぐださ 
し、。 

雜巧巧は必ず义気.雨水-ごみ.島溫および:.,. 
鹽酣因光種遍けた爆巧に傑醫しでください。'''' 


の猫とガソリンの見分けかた 


指巧に燃料をつけ、屬ぞふをかけ《す, 
(义の気のなし佩で巧'つでください。） 



，-，か；.- ■, ,,，: .：• , , ,, :卜 

■靈錢な油不純な油とば， 




巧シ…ブンよ; 
巧越しめ阿細 


戸巧に巧醫したな5由 


機器めふたび閥け 
であったウ、乳白 
菌のポリ留器で巧 
醫したな曲.... . 


氷-ごみやな巧な 
巧货涵がま/ U 0 わ 
すかでち還入した 


骑坦にを賢しにを巧は、黄毎巧がかったり、すっぱい裏いがしまず。 
W '" T .も用ぶボリタンクをお使いください。 

;ぶけ V — スン中に语いをりましよラ。 








で 


泣の爭順とま意 
繪油口/るたを取0はずす 




•おな□るたを左にまわしで取りは’がしでくだ进し、, 


♦巧版の繪油ポンプなどを懐兩しで、ぶ靈計を斑《 
がを纔遊してください。 

♦ミ宙麗計が！■満 J をさしたら、給油をやめで<たさ 


繪總ずる 










雜燃焼罔のつまみを持つでをちじ 2 〜 3 回動か,し、 
i 卷ん案内筒に圧しく据わつでい愚々、あ:確かがをが 
ださい。 ■し ，；: 


燃鱗藏の据わり確飄 





























1. しん誦節つまみをち(燃贈む句にか. lUi つ r . 
しんをいつばいに上げで < だるい、 

2. 点父レパーを左饮即方向に引いで巧がを巧か I 
マツチで点义したら、点父レバ•■■••をゆ-.ベ: n 序:； 

.'でくだちし％ 



3.燃燒圈つまみを持って巧ちに2〜3圓觀かし、燃 
焼圈の据わりを確かめで < ださ’い。 


れ、しんのな換、から焼きなどをしたときは、給ミあ後20かむ上巧 
待ちください。 ■ ti んじ十分な巧がしみない〇ちにな义ずると、吸: 
<ことがありまず，’このとぎは、いって.，...，•。'し、 


逛寒には、必すをめ調節を'レぞぶだ恐い。 

♦ r なべ j や r やかん J などをのせで 10-20 巧く 6い 
たつたら、赤火び出ないようじおの調節をし、を 
のををとぎど杳おのが懸をみでくだ逆い。 


* «大义力のままで使頂すると、冀留^象 
ホっで®义び化 る ことびあります #@1 
がこおり' 興常燃焼ず る ことがあ 0まず I 
•お‘—ぼれすると、巧び水蒸気に あおられで、-—瞬衡{こ褒がホきくなったり、 ’なべがすす I ガゴ1 ; .VT 
* た、なべなどの恩についでれを索度-.翁をま養-南ザぎがらこんろにのせでぐださな:''：'-..;:'. 

い一'’‘ぐ/でんなどは' 上疆續にのせないで<ださい。上爵板{こ續がついた0、餐度ずることか,!:'り§1 


巧)慶で翻嚴奪うけ、麵 I こ辭々でぢウ;化8愁 
;荣後箱すると、次跑にずすかが凝 L 巧！化3 














■炎のが態 

® 义总綱節は象を齋熱のが鑛を見なびらで国の.[史:しい巧のが賴]の觸带鋼綱;し、;:〔:レんめ:我巧- 
苗や！:し/ U の上けずぎ）のが働こならないようにしで<だ祐が。が 



h 棄 i 处曲の富さまで傅び、 
I 义曲がを化に巧熱しで W 


か皿か巧熱ヴ不這むでが 

る‘-' 









’/ v をでげたが態から窓にしんを上げる と、. おが;太き <上ダることがをりまず, 


• しん巧笛つまみは約1固を 
それな上むりにまわさない 


«駭す渴义の髓認をしでくだ班い。 






も* 








細議篇譲: 



強い地鑽や懸15、衝繫を敎けたときは巧麗呂動ミ肖义装置び作動しで宮勸的に消乂し乐す。 

しん i 翻節つ衆みをを(燃焼)巧励こ it まるまでま|||>でしんを上げると、齒®的に巧濃齒動ミ阁义鑛馨 
ははット班れ報ず。 （12 ベージ鑛照）… 














7 •曰常の点お.ま入れ 



点おする巧容 


’’’ぶ.消乂盞こんろび十'巧巧えでから、巧つでくだまい 

巧®肖勧消义渡露を巧嚴したり、逆で/をいたりしないで<ださい。 '' 

しん谢翼擊おサまは化 T -1 い & m ： .な-巧. f 爸厕 T すを讀づたり ；.歡 
しん讚の戀 ■ 油タンク‘燃焼筒は変影させないでくださ t ん 


お满 く；： 
は販で，- 
搬のし、 
鑛が賴。 
みて -V ,い 
ぶい-.!こ 
瞄窥煤だ 










a 萬巧為類-を入れ 


.裳邸にずず技‘巧着し忘 .U 
を L 话。 

讀こ麗和。汁担'’火鹽を義こ 
ぼむ靈けにな雇しでし.'靖: 
いか。 


的ぶ 1嚇 : r : 

*黑:茲;««醫巧琴ス外簡 
や煮を霞鶴嚳拭に巧着し 
でいないか。 


ガラスが簡 


興截 J 

«し Ail 節つ萊み卷荀.(燃: 
焼）腊荷へ萊わしでしん 
權狙ザ::遷镑锁を側靖辭 
纔松離 <18 かしたと獲、 
装獲び作動&拖;_しんが 
遞瓣眩甲が燕於 


•磯麗鄰、，が勤部を点検ずる。 


[^變部(，及りこ、ベ—み）；;.；.. V ;;. 

•ごみ、巽物、ほこりなど •やわら..かい帝で-ごみ.、’繫物、ほご"りなとを 

が巧运しでいないか。 きれいにふきとる。^ 

—'.、一ふ .. 晴哪 :. 


r 作動部(しん)I 

* しんの’上下はスムーズか。 9しんの寺入れをする，（助ぺ…シを照) 
* 夕ールの巧着はない.か。•効乗のない湯含は、しん否を懷する-. 
i (22 ぺージ参麗） 


邊のびたり、想れたり、儀 》バッすジ''臣、:''吾)曰測 a . り0 

んでひびび A つでいない いた場台は巧換する。 （23 へ…-一 

か。 — 


んま巧窗 
パ、巧ン 















發麗巧巧や不純な;'宙などでしんの上部に力-^ボンや夕ールがは續し、不翼食び化じ 
たと薄 (11 ぺージ參照）は、しんのを入れをレでください。 


■しんの輩入れのしかた 

® しんの爭-入れをすると密は、風のあたをない湯巧で行ってくだ逆い。 

風びあたると巧火び出たり、巽常燃焼め原因にな0危険でず。また、しんの潭入れ串はに©:いび 
しをすので換 a をしでください。 


/油タンクの口油を抜く 

^ 願义操作をし、恶しい炎のが態で燃焼をせる m 、 ほ若お編ぉ 

3 その家まな瓣び なくなつで、 义力が'かさくなるまで簾靈舊 "5 

M 讚*^かさくなつたらしんを■-鄉に上げ、漏繁 

囑 麵鏡させる 


‘しんがかたくなっでいるとまは、しんのま A れを2〜3◎巧ってください， 
しんの畢入れ後のごを巧は、給ぶ後20かな上持ってしんに午'なな義がじみ 


’しんに十分が苗がしみ;:’ホないうをじな义ずると、吸い上け不足のため、 

ありまず。‘'. ‘, V , . ■ . 


.、'.ご：’ . 

も しと力， 


う4%とをは新しいしんと交攫しで X 7 JAIA 

、参 ,のを入れ あ巧っでちカーボンや夕ールだとれ■すご感果びないと愛。 

« び—水を證ん，でしまい、 しんの上で擦作;び 霞 <なった とき。 

巧 i 部び消耗し で、ラずくなったり短くなったり、凹凸になっていると 费， 
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S 參 i 游； .を 


油タンク巧の水.巧施をな與、をれ.. 
し、なぶ鄰で洗い、しんを器; i 唆3器;;.; 
給滿姬なしん機?;?〇體稗ち、し 
んに十 mm びしみこんでかを裤，火ずる 

化しい洁のが;嫩 ( C な:玻ようじし 
ん巧綱娜带溃 " 

巧が势澗つ或办帮也巧に動かしで: 
觸わ〇化なおな _ _ : 

驟帶浙け，部體め撰规をす被 
;しんぶ j 入れ I 帮呼な 

おしく敢り巧けがお皆 

驳巧.をもん弓? J 交鞭すを 

感0を ir しく入れろ 
都しい祐發ぶと寶碑す霞 

新しい巧 hV とな禪弓ろ 

觸化吗む二科し杳約 C ' fT 取け 
啦朝をづ口ろ,し , ri V ^ィ 

颗.元!を k だ重い，'〜—,‘，’ ‘ 

4 - 

j 觀赫 M が職,/ご 、）V '3 リ 

お 二 下砖け’を r ',、' ’ ' ; 

1みををちしお’し；*い ’.•> い I 


水:、薇齋な鄰、不純な織が纔乂 
レでし、器 

…、 w — .一*^ 一*•一*~'一〜 

しんに十が： i 恕がしみこまなし V 

，を P に戰3'ち . ..一…… 一… 

， レ MMT 苗.数 , 

WWW か，产"，ザ… J ", 一—-"- r ", •町•，"か n …— 

しん微7刪-幾 
狮雕徹の据わりか憑い 


授辟麵 W つた邸媛 W 風し t いる 
レ / v しぶ…化が吨湯しでいを 

レん(の献り巧けびしも娘 P 沒をに 

ピ、ソタ IM バでいな:い__ 

。溝み1た户.致巧巧ィ續ぶ'ン トゆ藻 
'形、'急:''' 

魄繫雜が距しく入：)ごい苗:い、 

:蜂靜し c _ い琴…;__ —— — _ 

撫觸厳識誕ぶ薇張、撇攘 ^ 

離、碳載を■毀けでいを 

S 知1:[、微薇がな隙しでぃを 


51嚴巧髓•端お装资お觀隋している 
1 ，■ぶつ HC 撒な觀か のつ でい参 
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«麵11^懷纖!こ©0蒸聲と、機證の点 横が' 必嬰です。 

馨 2£ EC 1 圈凝廢、シ…ズン絵: J 媛などにお翼い家めの嚴売店または修理疑権穿 U 巧） U ' t 、 M . が; I ' 
驟機器保刑森を ( TELO 3 . 3499 * 2928 ) で巧ラ巧術管理講習さ陽 3 畜（若逆橫器わ雨巧げ I : ’ふ：‘ 
のい S 獲などに点横巧頼まれることをおすすめします。 




A き‘’,‘ぉ 




汲なの表にもとブいで、お確かめください。 

»処麗ちをにより処麗しでを良くならないときは、お翼いずめの販売店にご相談ください。 
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乂寞わりび縫 ： S 

漉タンクに閒满が入る卿に 

曼する 


乂挪‘祗熱鄰び疵赖し郑 SCKT -别> 
か酿が赚熱しない ( kt -:::!: 


点をない 



消乂しな ： S _ I 

しんびずぐでが！>でし张€^ 
しんがでがら^:?>い 
k 卡探巧が藥い C 说 


5ぎ寒 
菱をよる 












10 .部品交換のしかた 


働1^1:1を f ，, 項を辟修理，調靈锐霞離です巧で、講轟の交撰、《鬟が龄驅の if 避に综、範厕い求 
撼玻嗎难巧よ/ごな修理資體鸯[(爵)—贸本ち譜燃焼.機器儀穿攝卷で行な瘦衛管體講 S 聽修 "3 奮（概 
適»‘おがも巧裡よ）など; K 镇る販壳塵にご禮讓ぐだ違い。 

•应•‘•郑韶交換は3 □ナ雜麗 SIS とご抱が广 三 、ぃ^ 



とをは.をを巧へらせでけなをしらいよう(こ、ゆつく0と巧を I . 


しんの交換 


巧の順犀にしたびつでください。 （ KT -11 は2,から、 KT -2 りま1.から飽めでくだ逆い。） 


.[ KT -21 のみ〕 

上涵概あ@おしでいる3ホの鶏いねじをはすし 
.を奴燃激レ豁叙;:魔が•••ご.ごぶ 


2.ごとく I 技劇做たットおよび上®板をはすし、 
感麗部のぶ0こを掛しでが*圏®消欠裝藤を作 
^動させたを、燃焼®を取0化しでくだ进い。 


ピ9ンクの'爾測のとつでをモつで左にま朽し、 
i 台とタンク脚との掛かウ巧力稀 r 替ますし 
::から、源タンクを取り出しで<だざい。" 


22 














5 .痛ぶ裝觀帮織かじる—潮へ劲いではすしでくださ 
し\通離しない状態にしで S いでください。 
(權满皆--:<帮は— す聲必 g は菊りません） 



6. し知囊网簡禮圍定しでいる4蹈の卡ット帮スバ 
ナがプライ中…など巧まずしでくだ'撰い。 



7.. しん聚巧簡をとへ疑ち上げで.はすしでください。 


♦ 蒂巧巧りンヴを巧おをせないよろま}»しで < ださ 

い。 户 t ババ W 巧;古 

■しんぞ巧巧ノ\ッキンをななし、のびたり、がれた 
り活んでいたなさは巧巧しでください。 



8. しん聽巧觸かもミ幽化めカバ^避强1雞搬し vr 、 进 
いしん搔诚部しでくだ游い。 


•載なくるをはめるか.またはおえしわじ，3巧こ:,-つ 
タスチソクご保逆カバ-た巧じじぶ/\ - 1: \ K ' y ： 
げすしでくだまい 



9 .藍ぃ’ f ^私し卽、装謂を作載をせで、し知がい 
— リ W /し4がちで新しいしわ;を驅 Of 守け 

:作し‘ ■ r -…—？部が!こおいでいる/\卜>巧に、し 
六4が:ミのビン避雞し遂んでくだをい。 



拖ム知舞是黛节鑑をし m '/ つテ-：/ f , !、 ’、 

脊で顯を舞诗でくだ进 XV 













11. しん繫內陶のの翻のしん押えな)つめに.:、おんを 
さすよ5じしで网り广 J -- に巧側へなじまぜで取 
0巧けでくだ强い。 

♦ しんにシつぴ出をレなちになじませでく紀をも、， 



' C :' レ.倫方.化巧ま） 

しんを上げたと寶ぶす滿よ、 
KT - 11…“’ 資顆 
KT - 21……資麵 
となるのが藝離 ZTf 。 



12,ミ曲止め乃バ…-の矢® (刻印!）卷圧觀に穗わ杖で 
.丄 t 諫齋地.こ，5.嫌.—我売盛に細,し込ん/—公、あと若お 
0に取0巧けで< だ'さし)，'：’ 



をいっぱいじがしたが觸のまを、点义哨繳の藥 
いねじの1來を巧濃窗 i が肖义滅麗本体の也はし 
め巧に建しをんでください。 



15しん窠两廣をしんのよ 

廣と巧タンクの八’イプとのす,を-ず） 
るよラに、ナット4個を刀た卜]巧し— 
め、安 I ’こしコかりと婦が /j け— ' 
しんだ)上で操!ちヴスムー乂广 
置な正しく作:動ずるか巧巧 I , ^ , 


i I ‘， :' ろ、けつ、すないようしんので部を輕く弓I 
' ‘1! W, り\ - じ、しん押さえのつめに差し 

— '' 'i け玉、しんび上下しないよラ 

’ 1"，つかかで、なタンクにちとと 
1 \ [ちし' 亡ットを、 を,す度' 
1' ,‘ >，んあき較_>で<だ3い— 













10 .韻溫巧缀ぶ u ジた 



〔 KT ■- 2. 
'1® ぶ; 
觀振; 


でくだきが 













， fi 麵繼 fe ツト、燃鏡簡おま* r bc 、 
纔電 JS 證臟り出ず (9 ペー.ジ参照.). 



議3^ t - 變變銭聲ず 感さい点义ヒ-夕を押しながらをじまゎしでソヶッ 

一'’'''小からはすしでください。 留;。が'.；こ... で; 



〇親しい点义ヒ*••クを 
^ 取0がける 


♦巧义たで夕の t クタ巧-ドをで側忙しで、 V クッ 
卜に取りはけでくだをい。 



t :.- タガ-.ド ②まわず 



燃饒 a び翻きしたり、ガうス （KT- 21のみ）が劃れたと费註、お S い求めの廳號醒莱た註、お瓶く 
013□ずお S 嫌ご相談驟□にご裙談くだ巧い。 




おしまいに各るとぎは、曰幕の点検-手入れの頂を参照し、巧の要領で fV ' ピ,！ 、、じん、' 

1.脑鑽>篆肉®な油を緩豪嚴つでくだ送い。锁ぺ-ジ窜。が 

• 'K :•みなどを巧したまま保*すると、さびや巧あきの原因になつたり、し/ vL -> f ぃ！たじ I 
になることちありまず。 . . 

雜け油を巧いた後は、巧部をよく乾燥させで夕す S さい。 

バ.が爹 AH 灌しでください。朔ぺ…ジ参黙 ............ 

3。縣聲德 iMimm り嫁ずしでください。 ^ 

4.1^雜滅ご懸や懸こりを取つでください。 

雜播除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

5.こ /y ろゆが籠を攝鐵しでください。リ 8 ぺづ'參獻 

雜度射板やメッホ部巧は梁かい巧で.塗装部分はしめらせた巧で诺れ•.耀潑とムでから、からぶ'を 
しで < だ逆い。 


を.汾議簡議消災装置を作動させでくだぞい。 

■ ■■、■: ■' ■ 、， ：'i .■■■■'■■, V 

7 .鐵装纏に入れで、乾燥した場所にが平に保鹽レでくだ懲い< 



>; A 譯 fjgfl り、しのげ强では撒が;巧ちしなし 

>吸扱銳册窺!ま!*^: 

>来シ…ズンにお皮い!-— 

ることを礎むめでく,’こさむ。 


で— I ',ス'がでで… I ’ 

::巧# {；/ でください。 If 

I にな蔡车まは、が泣白曲消义8«の作曲を？ 


をまででび 












あす 0 呼び 

1 ■ - 

::讀す .. n 囑■懸おす'-''':？己' 彎靴巧ぶ':;. '早 

«； ' 類 

しん君：-憲铁嚴房用 

点.火ち.巧 

電ミ扭点义 

使巧 燃料 

な;'お （JIS T 号巧渐 

'撤:;對;:'荷;:'彎を載' 

0 . 155 しル 

0.194 しか 

こんろ効準 

> 

46 . 0 % 

50 . 0 % 

去'.'お诏も;;’な'.::'.?.皆 

山 わ 

な の 

1 . 49 kW ( 1 , 2 : 鎖お 9 抓） 

., ,: 1 .鑽: kW. ぶ，掷〇权編陆...- 极 

鮮^^^^^ 

•'.り、•をが' 

- , 4 ぶし を 

を奪'，;; 'i 4 ,早し，：,, ■ :,,,け,,，： 

,''' 

約 31 時間 す皆'''' 

''簿黎''”' 1 , 1 1 ' ' :11 

靖塗.巧:.礎巧繪辦 .SB 曾職'’ " 

巧碑^ 

' jM 

覇さ 33 日 mm 幅が〇麵麵 5490 誦 
(置台を含む） 

醫'苗推咖 m 欄 52 咖 m 奥行 52 咖 m 
(麗台を蠻む） 

纏麵 

8 . 5 kg 

10 kg 



養通簡しん 

呼ぴサ巧 

巧径 75 mm 層さ 2 , 8 m 岡 

安盡装體 

ご.'.::'' ■'ろ ''''''バ 

巧震白動消乂装薩 

村 R 湿； 乾電化（単一） 2 個 


晒 

















田 -*^1 \ 

I 寒 ittJ を ,, w Jh^C :. .. . 

♦卜’‘。い V) ^む雜い H ず B * 願葬店畜 J 導怒療龍夭:蕃聽盡獻鶴鑛弯潘、驢號おからお受け^ ^MC M： 
unj 碍幫しでくた茫い。 . 

♦も,; ii 朔間けお禪い t け‘いただいた B から1軍®です。 

翁ん.：)よ！)化嚴麗による敛 P 養およ試擊飯につ壁素しで揉、保靈巧対象になり讓•灶んでのな碧い…-、 

わ .'—V/ \ 

心ミし、。 

纖を觀好迎や不純な油など、棄たな油控列の燃料使駕による數獲や擊敏。 

纖っぉった使蘭ち法じよ器敌®鲁馨霉。 


■修理懲儀麵されるとき 

•本繼の r 故曠•興常の爲巧け方と化麗ちを」 （ 21 ぺージ参照）の頂にがつで鋼べでを廣くならな 
いと斑は、お靈いずめの販売店または、おおくのユロナお容巧ご巧談窓□にご邏總くだ'をい。 
»保®綱間中であれぱ傑証«の規定に従つで無料修理させでいただをます。 


■保設期間が過ざているとホは 
>お廣い巧めの販巧 巧にご括 fit < ださい。 
お理によつで巧 用でをる g 巧にごむで 
はお岩巧のご爱 巧によ 0« 巧♦宙いた 
します.. 


■補お用性能部品の最ほな有期間 
♦ S 巧こんろの袖巧南巧能部晶（機能を 
な持ずるために化要な部品）の思化保 
有期巧は製造巧ち抑りを6巧です 
•この巧固は、ほ商産お普のお巧による 
をのでず,. 
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.。こ怕だ：2/一潑鬟 U 裏勝.撥舅马ご驟 
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